
特定非営利活動法人
研究機構ジオセーフ

１０年間の歩み
(2012年～２０２２年)



組織 役員 理事長１名、副理事長１名、理事３名、監事１名
会員 ９名(１０名) 総計１５名(現在は１６名)

名称 特定非営利活動法人 研究機構 ジオセーフ

設立 ２０１２年１２月２６日

理事長 善 功企、副理事長 安福 規之、
理 事 笠間 清伸、瀬崎 満弘、矢ケ部 秀美
監 事 江頭 和彦 ６名

背景/趣旨

我が国は自然災害のリスクが高い。一般市民は地滑り等リスク情報
の提供が分かりやすく提供されていない。私たちは地盤災害等に関連
した分かりやすい防災情報の提供、災害の防止，減災に関する技術・
工法の研究、これらの評価や普及に関る活動を行い、地域住民や働く
人々の安全と安心を向上させていきたいと考えて設立したものである。



研究機構ジオセーフの業務実績報告
【収益事業と調査業務】

①2014年度(沿岸センター受託業務)

地盤改良工法その他に関する資料収
集・整理業務

②2015年度(沿岸センター受託業務)

港湾構造物の設計、施工に関する資
料収集・整理業務

③2016年度(沿岸センター受託業務)

九州地方整備局管内技術課題検討業
務に係る空洞化補修技術に関する資
料整理業務

④2017年度(自主調査)

軍艦島等世界遺産状況調査

⑤2019年度(自主調査)

熊本歴史遺産と地震からの復興調査

⑥２０２１年度

平成 29 年 7 月九州北部豪雨地盤災

害からの復旧・復興状況の調査

【講座、報告会、論文発表】

①2014度

市民講座(九大と主催)

②2015～2022年

海域港湾空港技術報告会

(九地整局・九大と共催)

③2014～2019度(参加)

・地盤工学会九州支部で講演

・海洋開発シンポ、学術論文発表で
の発表と参加、

・九州国土交通研究会への参加

・九州豪雨・佐賀県道路対策委員会
参画、広島県技術講習会の講師

④2015度

ホームページ開/技術情報提供

NPO法人研究機構ジオセーフで検索



軍艦島等調査報告







熊本地震と土木遺産等復興調査





阿蘇大橋全面開通「復旧完了」





通潤橋と導水管の止水材としての漆喰







平成 29 年 7 月九州北部豪雨
地盤災害からの復旧・復興状況の調査
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